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1)総合文化研修Ⅰ（中見出し、MS ゴシック 11 ポイント） 
(1)科目の概要 
 本科目は、以下の 2 点を目的として、一年生の夏季休業期間中に 2 泊 3 日の
フィールドワークを行う演習科目である。 




 本科目の到達目標は以下の 3 点である。 
①  フィールドワークを行うための基礎的な知識と技能を習得している。 
②  「総合文化研修計画Ⅰ」で作成した計画に沿ってフィールドワークを行う
ことができる。 










 本科目の到達目標は以下の 4 点である。 
①  フィールドワークを行うための基礎的な知識を習得している。 
②  文化資源に関する基礎的な知識を習得している。 
③  石見銀山と大森長に関して、フィールドワークを行う上で、必要となる基
礎的な知識を習得している。 
④  フィールドワークの実施計画案を作成することができる。 
 










 総合文化研修Ⅰおよび総合文化研修計画Ⅰの受講学生はともに 30 名（男性
４名、女性 26 名）であり、7～8 人を 1 組として 4 つの班を設けた。総合文化
研修計画Ⅰは総合文化研修Ⅰに参加する学生を対象として開講する科目であ
るため、両科目の受講生は同一の学生である。 































表 1 総合文化研修計画Ⅰスケジュール 
回 月日 内容 
第 1 回 6 月 12 日(火) オリエンテーション、事前調査の方法説明  
第 2 回 6 月 19 日(火) 事前調査：「自分が納得する」をつかむ  
第 3 回 6 月 26 日(火) 事前調査：「自分が納得する」をつかむ  
第 4 回 7 月 03 日(火) 調査計画の準備：「問い」を立てる  
第 5 回 7 月 10 日(火) 調査計画の準備：「問い」を立てる  
第 6 回 7 月 17 日(火) 調査計画の準備：「仮説」を立て、「検証方法」を考える  
第 7 回 7 月 24 日(火) 調査計画の準備：「仮説」を立て、「検証方法」を考える  
第 8 回 7 月 31 日(火) 調査計画の立案 
 
表 2 総合文化研修Ⅰスケジュール 
月日 内容 
9 月 25 日(火) 午前：フィールドワークの方法と留意点について【講義】  
9 月 26 日(水) 午前：石見銀山世界遺産センター見学  
午後：大森の町並みガイドツアー、班ごとにフィールドワークの  
    準備 
9 月 27 日(木) 終日：班ごとにフィールドワーク（仮説の検証）  
9 月 28 日(金) 午前：班ごとにフィールドワーク（仮説の検証）  
午後：自由行動、清掃等 
9 月 29 日(土) 午前：成果報告会  
 
表 3 事前調査の実習課題 
回 課題内容 
第 1 回 グループごとに「大森町の自然と歴史について」調べなさい  
第 2 回 今回の授業で出た疑問の中から 3 つ選びそれらについて調べなさい  
第 3 回 グループごとに「大森町の社会と文化について」調べなさい  
第 4 回 グループごとに今回出た「問い」を再考・整理して、レジュメにまとめ
なさい 
第 5 回 前回の「問い」を見直して「小さな問い」を 3 つ考え、レジュメにまと
めなさい 
第 6 回 「問い」と「仮説」と「検証」方法をレジュメにまとめなさい①  
第 7 回 「問い」と「仮説」と「検証」方法をレジュメにまとめなさい②  













































































   
図 4 フィールドワーク
の様子② 
 
図 5 フィールドワーク
の様子③ 
図 6 フィールドワー
クの様子③ 
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